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上図のように力を見出だせる、つりあいの式をたてると、
kひ=eE

E=fを代入して
Kひこで
：。びし、，
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（イ Isに通過する電荷を数える。

ので競-_-
の
で
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の面
を通過

1たコのモデル

- ー > 0でした｢で"でが？を
通過｡

つまり5/での部分 体積Sひ m³］ にあった電荷
が通過するといえる｡
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1m³あたりにn［個了あるので体積5ひ［m²） にある個数Nは

N = N ・ s ひ

1個あたりが-e [C］の電荷を持つので
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（オ RこだうとR=P」を比べる。
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（カ）
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nがたい（かとPが大きい。 （材質で変わ
Kが大きいけ）とPが大きい。 （温度や材質で変わる）


